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Ⅰ　総　論2

１ はじめに　

　福祉用具には個別性があります。標準型の車いすでも体型によりサイズも異なり、駆
動輪径も駆動輪の軸位置も異なってきます。これらの仕様を適切に選定するためには、
福祉用具の利用目的を捉えた上で、利用者情報が必要になってきます。
　例えば利用者の身長が160㎝、体重60㎏の方と、身長140㎝、体重35㎏の方が同じサイ
ズの車いすでは不適合を起こしてしまいます。体格が良い方に小さな車いすを選定する
と、狭すぎることにより大腿部がパイプに当たり痛みを生じることがあります。小柄な
方に大きいサイズの車いすを選定すると、シートのたわみの影響を受け仙骨座りになっ
て尾骨部に発赤が生じたり、背もたれの高さが高すぎて前屈姿勢になってしまったり、
車いすをこぐ時に背シートパイプに上腕部（腕）が当たりこぎにくくなってしまうこと
があります。
　また使用場所と使用目的により、車いすの駆動輪径を決めることもありますし、車い
す用クッションも臀部の筋肉の萎縮や座り直しができるかどうか、座位保持時間等に
よっても適切なものが変わってきます。

　床ずれ防止用具についてはどうでしょうか。事例を基に考えてみましょう。

　全く寝返りを打つことができず、寝たきりの状態になって５年経過している事例

・臀部の筋肉の萎縮も激しく関節拘縮がある。

・食事は介助で行っているが、むせることも多く、栄養状態が良いとは言えない。

・寝返りを打つことができないため、梅雨時期から秋口までは汗も多く、便意が

ないのでおむつを使用している。

事例概要

　この方に対してマットレスを選定する時に、低機能で安価なものを選定すれば、あっ
という間に褥

じょく

瘡
そう

になってしまうことは誰の目から見ても明らかです。
　褥瘡のリスクはOHスケール（大浦・堀田スケール）が有名ですが、この事例の場合、
寝返りを打つことができず、臀部の筋肉の萎縮が激しく関節拘縮があり、高度のリスク
があるので高機能のエアマットレスが必要なケースということが言えるでしょう。
　介護サービスと同様、福祉用具サービスも利用者の状況、使用状況、介護者の状況に
よって異なるものなので、いかに利用者及び介護者のことを知ることができるかが福祉
用具の選定ミスを防ぐことに繋がるのです。

　また、福祉用具を使用した後のモニタリングは「何をモニタリングするか」がとても
重要です。モニタリングを行う時の会話の例から考えてみましょう。
　「福祉用具をお使いになって何か問題はありますか？」という問いかけに対して、利
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用者は何と返事をするでしょうか。「いいえ、特に問題はありません。」という回答が多
くはないでしょうか。この問いかけでは利用者の問題意識を尋ねていることになります。
問題意識として気付かないところに隠れているニーズがあるのですから、ニーズを捉え
るためには不適切な問いかけと言えるでしょう。
　「車いすを利用して外出頻度を増やすことはできましたか？」という問いかけはどう
でしょうか。「はい、週に３回買い物に行くようになりました。」と外出頻度や外出目的
を答えてもらえると、「車いすを使用して外出頻度を増やす。」という福祉用具利用目標
に対して、目標を達成できたかどうかを知るだけでなく、外出目的に合った仕様や機能
の車いすを選定したかどうかという視点で、さらに見直しを行うこともできるようにな
ります。また、再度ニーズの見直しを行うこともできるようになり、再アセスメント→
再評価→目標設定→福祉用具の選定という次の目標に対する流れをもたらしてくれるこ
とでしょう。
　目標もわからず漠然と福祉用具を使用したり、目標を設定せずに「福祉用具を使用す
れば解決するだろう。」という安易な使用では、福祉用具を有効活用することはできま
せん。
　福祉用具の機能を活かすためにも、利用目標の設定となぜそのタイプのものを選定し
たかという選定理由をきちんと福祉用具専門相談員が説明し、その利用目標と生活全般
における課題及びニーズに対応できているかなどを、ケアマネジャーと福祉用具専門相
談員が共通の認識を持って取り組むことが大切です。

２ 概　要

　⑴　選定における思考過程
　福祉用具の選定における思考過程は、利用者及び家族の希望があるからその福祉用具
を選定するという思考過程では課題の解決を行うことができません。
　例えば「車いすを貸してほしい。」という希望に対して、「どのような車いすを希望さ
れていますか？」と機種の選定をいきなり行うことはアセスメント（分析）なしで選定
していることと同じです。利用者の希望＝ニーズとしても、どのタイプの車いすが必要
かというところまでアセスメントを行わなければ、真のニーズの解決にはならないで
しょう。
　そもそもなぜ車いすを借りたいと思ったのか、車いすを使用してどのような生活を送
りたいと思ったのかということを、利用者及び家族の希望を通して把握することが必要
です。この流れをフローチャート（P.４図１参照）を使用して説明します。
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▪ 概　要

　車いすは歩行が困難な方が移動するための機能だけではなく、利用者自身の足で
あり、身体の一部としての機能が求められています。
　また、長時間座り続ける方には椅子としての機能も欠かせません。座位をしっか
り保てるようにすることが大切になってきています。
　簡単に折りたためる車いすの場合、座面が柔らかいシートで作られているため、
正しい座位が保持しにくいという問題点があります。また、姿勢を変えにくいため
に、長時間座っていると臀部に痛みが出やすくなります。
　車いすに身体を合わせるのではなく、車いすを利用者の身体の状態や体形に合わ
せたものでなくてはなりません。例えば座幅が広すぎると身体が傾きやすくなり、
自力では移動しにくくなります。最近ではモジュール型といって、身体の状態に合
わせて適切なパーツを組み上げる調節機能を重視したものも増えています。座幅、
座面の奥行き、車輪の位置、肘掛けの高さなども調節できます。身体に合った車い
すは利用者の意識を変え、自立範囲の拡大などを促します。普通の生活に近づくこ
とでＡＤＬ（日常生活動作）やＱＯＬ（生活の質）が改善されます。

▪ 車いすの種類と特徴

　車いすには、手動と電動
があり、手動車いすは誰が
操作するのかという点に着
目し、「自走用」と「介助
用」に分類されます。
　利用者本人で操作するハ
ンドリムが付いているもの
は「自走用車いす」になり
ます。一般的には「介助用
車いす」には、利用者本人
で駆動するための機能が付
いていません。
　「電動車いす」は利用者本人で操作しますが、通常、利用者の身体状況が大きく異な
るため、自走用とは区別し、この３種類を大きな区分とするのが一般的です。
　この他、駆動方式や機能などに着目し、「標準型」、「モジュール型」、「前輪駆動」、
「片手駆動」、「低床」、「六輪」、「リクライニング」などの呼称で区別されています。

１　車　い　す

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼▼

▼

▼

▼
▼

▼

▼

▼

バックサポート
座ったときの脊椎の形で支える
高さは座位バランスで決める

アームサポート
フレーム

サイドガード

グリップ（握り）

介助用ブレーキ

ブレーキ

駆動輪（後輪）

ハンドリム

車軸

転倒防止装置

ティッピングレバー

キャスター（前輪）
フットサポート

レッグサポート

座シート

クッション
褥瘡予防、座の高さ調節、
座り心地に影響する

座位姿勢や駆動姿勢、立ち上がりの
よさに影響

立ち上がりができる方の場合は
着脱できるもの

立ち上がりができる方の場合は、
はね上げ式か着脱できるもの 外出用には、車輪径を大きく

キャスターを上げる時に
足で踏む

位置によって、キャスター
上げの高さが異なる
の

腕の長さ、座高、駆動姿勢、座位
バランスなどで決まる

様 な々滑り止め材と形状がある

自操か否かで径が異なる

身体機能に応じて様々なものがある

ドラムブレーキがよい

介護者のへその高さ

車いす各部の名称（標準型）
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モジュール型車いす
　利用者の身体に合わせて、車いすの各部を調整
できる車いすです。
＜調整ができる部分の例＞
　・バックサポート（背もたれ）の角度や張り
　・座面の奥行き
　・アームサポート（肘掛け）の高さ
　・介助用ハンドルの高さ
　・車軸の位置（座面高さ、後輪相対位置）
　※機種により調整できない部分もあります。

電動アシスト機能付き車いす
　介護者の押す力を手助けしてくれる車いすです。
介護者が高齢の場合、周囲の環境が長い坂道や急
こう配のスロープを利用しなければ外出できない
場合等、電動モーターが介護者の押す力を援助し
てくれます。通常の車いすのようにグリップを押
すだけで、力が必要な場面や下り坂の減速等を自
動的にサポートしてくれます。介護者が押さなけ
れば勝手に動くことはありません。

片手駆動の車いす
　片手だけで操作ができる車いすです。ブレーキも片手で操作できます。

　進みたい方向へレバーをこぐように動
かします。移動方向と逆側に倒すと止ま
ります。また、横にこぐとその方向へ回
転します。

　レバー式片手駆動車いす

　麻痺のない側のハンドリムの内側に反
対側の車輪を回すリムが付いていて、両
方同時に回して前進します。一方だけを
回すと片側の車輪だけが動きます。

　ダブルリム式片手駆動車いす


